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1. まえがき 
2025 年 4 月の大阪・関西万博の用地として利用される夢洲 2 区は，元々は浚渫粘土の処分地であった。浚渫粘土

は高含水比で排砂管から投入されるため，材料分離して不均質な状態になることが多い。また，超軟弱で層厚が大

きいため，長期間にわたって大きな圧密沈下が生じる。そこで夢洲 2 区では圧密促進のために 2020 年 10 月から

2021 年 4 月までに約 175,000 本の PBD（プラスチックボードドレーン）が打設され，最終的な盛土施工が行われ

た。万博構造物に不同沈下が生じないようにするためには，浚渫粘土層の場所によって異なる不均質性を事前に把

握することが必要である。PBD 打設では，PBD を収めたケーシング圧入時の油圧抵抗と圧入深さを計測している。

この仕様は電気式コーン貫入試験（CPT）と類似しており，一種のサウンディングと見なすことができる。CPT の

先端貫入抵抗と油圧抵抗を関連付けて地盤強度を推定する技術が既に開発されている 1)。 

本稿では，前報 2),3)で示した方法を基にして求めた夢洲 2 区全体の浚渫粘土層の PBD 打設時の貫入抵抗 qt.PBD お

よびそれから推定した非排水せん断強さと圧密特性（pc，OCR）の分布を報告する。 
2．PBD打設時の貫入抵抗 qt,PBDの求め方と強度・圧密特性の推定方法 

 PBD の貫入抵抗 qt,PBD は，式(1)で求められる 2),3)。 

 qt,PBD = 
μ･PM+W

α･AK+0.05･β･AKS
  (1) 

ここに，PM は PBD 打設時の油圧抵抗，W はケーシング自重，AK は

ケーシング断面積，AKS はケーシング周面積である。，はそれぞ

れ先端貫入抵抗，周面摩擦力の補正係数で，文献 1)で=1.0，=0.05
と決められている。は PM とケーシング貫入力の校正係数である

が，前報 3)で夢洲 2 区の施工で用いられた 12 台の打設機ごとの値を

独自に決めている。 
次に，qt,PBD を CPT の qt と同等とすれば，式(2)で全応力v0 とコー

ン係数 Nkt から非排水せん断強さ su が求められる。 

 su = 
qt,PBD − v0

Nkt
  (2) 

ここで，v0 は夢洲 2 区で地盤調査を行った①，②，③地点の測定値

の平均から図-1 のように求めた。Nkt は同じく①，②，③地点でサ

ンプリングした試料の一面定体積せん断試験によって求めた sub 値

に対して式(2)で最も合う値に選んだ。その結果を図-2〜4に示す。

①地点では砂が混入して不均質となったため qt,PBD による推定 su 値

の振れ幅が大きいが，DL-3m 以深では sub 値と推定 su 値が比較的整

合している。②地点では全体によく整合しているが，DL-10m 以深

の推定 su 値は過小（不均質性？）となっている。③地点の DL+5〜
0m 付近までの推定 su 値が 0 となっているのは，油圧抵抗が 0 で計

測された（初期値のずれと推測）2)ためと考えられる。Nkt は一般に

8～16 の値を取ると言われているが，夢洲 2 区では 8〜10 となった。

 
図-1 全応力分布   図-2 ①地点の Nkt 

 
図-3 ②地点の Nkt    図-4 ③地点の Nkt 
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①，②，③地点はそれぞれ第 1，第 2，第 3 工区内であるので，工区ごとの qt,PBD に対して先の Nkt を用いた。 
続いて，強度増加率 su/p=1/3 とすると，式(3)によって su から圧密降伏応力 pc が求められる。 

pc = 3su (3) 
さらに，pc と有効土被り圧 p0（①，②，③地点の平均）との比から，式(4)によって過圧密比 OCR が求められる。 

OCR = pc /p0 (4) 
3. 夢洲 2区での qt,PBD，su，pc，OCRの分布 

図-5 に夢洲 2 区の PBD 打設時の貫入抵抗 qt,PBD の東西断面の深度分布を南北方向に約 25m ピッチで並べたもの

を示す（以下の図も同様な表記で示す）。北部と南部で qt,PBD が小さい（青色）状態にあることがわかる。また，中

央付近の西側，東側において赤色で示す 2MPa を超えている箇所は粘土ではなく（浚渫粘土の qt,PBD は 0.1〜1MPa
程度），明らかに砂質土であることを表しており，敷地全体で砂混入による不均質な状態が見て取れる。これは，文

献 2)で示した PBD 打設深度の分布に対応しており，排砂管位置の影響が現れていると考えられる。 
図-6に夢洲 2 区の非排水せん断強さ su の分布を示す。当然ながら su には qt,PBD の分布が反映されるが，場所によ

る浚渫粘土層の su の分布の違いを見ることができる。やはり北部と南部で su が小さい傾向にある。 

図-7 に夢洲 2 区の圧密降伏応力 pc の分布を示す。当然ながら pc には su の分布が反映されるが，やはり北西部や

中央付近で pc が大きく，北部と南部で pc が小さい傾向にあり，特に南東部の pc が小さい。 

図-8 に夢洲 2 区の過圧密比 OCR の分布を示す。当然ながら OCR には pc の分布が反映されるが，北西部や中央

付近で過圧密，北部と南部が未圧密の傾向が見られる。この結果から，過圧密の箇所は沈下量が小さく，未圧密の

箇所は沈下量が大きくなると予想でき，それが沈下量の実測値 4)と整合していることを確認している。 

この qt,PBD と体積圧縮係数 mv を対応させて夢洲 2 区の沈下量を予測した結果は文献 5)で報告している。 
 

 

図-5夢洲 2 区の貫入抵抗 qt,PBD の分布 図-6夢洲 2 区の非排水せん断強さ su の分布 

 

 図-7 夢洲 2 区の圧密降伏応力 pc の分布 図-8 夢洲 2 区の過圧密比 OCR の分布 
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